
200 CHEMOTHERAPY JAN 1972

Vistamycinに よる尿路感染症な らびに淋疾に対す る治療効果

江 本 侃 一 ・東 間 紘

浜の町病院沁尿器科

南 里 和 成

原三信会病院

Vistamycin (VSM)はStreptomyces ribosidificusの産生

す るア ミノグルコシツ ド系の抗生剤 であ り,最 近,明 治

製菓(株)中 央研究所 によ り開発 され た。

本剤の抗菌 力は緑膿菌 を除 くグラム陰性桿菌 に非常 に

強 く,ま た ブ ドウ球菌 にも強 い抗菌 力を有 している。 し

か しグラム陽性球菌 に対 しては比較 的弱い と さ れ て い

る。

VSMの 尿路感染症 に対す る臨床効果 はす でに西 日本

化学療法学会 などに とり上げ られ てかな り効果 が期待 さ

れ てい るが,わ れわれ も明治製菓株 式会社 より,本 剤の

提供を うけ て,主 として上部尿路感染症,急 性淋 疾尿道

炎 に対 して臨床効果 を検討 したのでその成 績 を 報 告 す

る。

方 法

1. 検査対象:上 部尿路感染症は急性腎孟腎 炎 として

内科 または泌尿器科に 入院 したもので全例8例,慢 性 ま

たは再発を くり返す もの5例 下部 尿路 に障害 を有す る

もので腎孟 炎を併発 して きた もの2例,計15例 の腎盂

腎炎 につ いて検討 した。

腎盂腎炎の診断は尿中所見 および血沈,血 液所見 発

熱,そ の他 自覚症状 によつたが,主 と して尿 中白血球 あ

るいは淡 明細胞 の有無,細 菌 の出現,発 熱,血 液所見,

血沈促進 によ り診断を確定 した。 さらに全 例にIPを 実

施 して尿路 の状態 も考慮 した。

2. 治療法:腎 盂 腎炎には1回VSM5 00mgを20

%ブ ドウ糖20ccと 混注 し,1日2回 ～4回1.09か

ら2.09を 用 い,最 短3日 か ら最長8日 にわた り投与

した。 この治療 中に他 の薬剤 は全 く併用 していない。

淋疾15例 は原三信会病院外来 の療法例 であ り,急 性

の新鮮 な感染症例で淋菌を塗抹上確認 した上 に治療 を開

始 した。

治療法は1日1回VSM 1 g1回 筋注を原則 と した

が尿検査は隔 日ない し,2日 間隔 のもの もある。治療終

了後ない しは短時 日に治癒 した。

臨 床 成 績

1. 腎孟腎炎

急性腎盂腎 炎8例:起 炎菌 を培養 し得た ものは第1例

のみ であ り,他 の7例 は入院時す でに菌 の発見 は不成功

に終つ た。 この ことは急性 の単純 な感 染症 の場合 には発

症時 に尿 の検索 を試 みない と菌 発見は陰性 に終 る ことが

多 く,臨 床終 局は短 期間に回復に向 うことが示 されてい

る。ここに掲 げる急性 腎盂 腎炎の症例(No.1か ら No.

8)は いず れ も発熱を主 として来院せ る もので,初 診 は内

科外来 よ り泌尿器科 に治療 を依頼 された ものであ り,こ

の間に化学療法 は施 されてはいない。

投与 量はVSM3gか ら169に 及ぶが1日 投与量 は,

1.09が4例(No.3, 4, 5, 7),1.59が1例 (No.6),

2.09が3例(No.1, 2, 8)で あつた。治療期間は3日

か ら8日 の間に行 なわれた が,今 回の治験 ではVSMの

尿路感 染症に対する効果をみ るた め,い ちお う1週 間以

内の発 熱,尿 所 見,白 血球数,血 沈 の状況をみ て治療 を

中止 して,効 果の有 無について検討を加えた。 この後 は

ウロナ ミンサル フア剤に よる後療法を10日 間続けた。

各症 例 とも発熱は治療 開始後3日 までに平熱化 してお

り,No.8, No.2の2例 を除 いて尿 中の所見は改善の徴

を比 較的早期に示 している。 しか し血沈は8日 間の治療

期 間中で もNo.2を 除いてかな りの改善の徴を示 してい

るが,な お炎症の存在 を窺 わせ る ものがある。No.2の

例は妊娠6ヵ 月 と尿管停滞像 も存在す るので血沈 の正常

化は この点を考 慮す る必要 がある。

以上 の結果 か ら急性腎盂 腎炎では 有 効6例,や や有

効(尿 中白血球 の存在,微 熱)2例 と考え られる。

再発1生または慢性腎盂 腎炎7例:起 炎菌 を証 明 し得た

例は6例 であつた。菌 種はEscherichia coliは2例, Stap-

hylococcs aureus 2例,.Proteus 1例,Proteus rettgeri 1例

であつた。

これ らの菌種 の感 受性は表に示す とお り,KMに ょ

く反応 し,SMはNo.15例 を除 いて感受性 が鈍 い所見 が

得 られ,CER, AB-PはNo.10のstaphylococcus aureusを

除 いて良好な感受性 を示 している。

投与 量はVSM1日1.0 g1例(No. 14), 1.5g 1

例(No.9), 2.095例(No.10. 11. 12. 13. 15)で,総 量

59か ら129が 用い られた。 使用期間は6日 以 内であ

り,こ の投与量 では充分 とはいえないが急性感染症 の項
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表1 腎 盂 腎 炎 症 例
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に も記 した ようにVSMの 影響 をみ るために治療 を中止

した。 ここに掲 げた症 例は無効 例が増 加 して くる ことは

他 の抗生剤 と同様 な傾向であるが,比 較 的単純 な再 発傾

向 のある腎盂腎 炎3例 は尿中所見 の改 善をみている(No.

9. 12. 13)。しか しこれ らも他 の無効例 と同 じく血沈 の改善

はほ とんどみ られて いない。 このことは合 併症 の存在す

るためか,炎 症 のなお消褪 して いないこ とを示 している。

以上か ら慢性再発症例 では比較的 に効果 のあつ た もの

は3例 で あ り,無 効は4例 であつた。

2. 急性淋疾性尿道炎

全例15例 で前治療を受けた ことはない とされて お り,

いず れ も発 病か ら短期 間の うちに来院 してい る。全例尿

道 口よ り排膿 をみている もので淋菌 を確認 された。投与

法 は1日1回VSM 1.0g筋 注を実施 した。

治療成績 は第2表 に示す とお りで,著 効 を示 したもの

は9例,有 効4例,無 効2例 であつた。 著効は2日 ないし

4日 で排膿 自覚症 の改善 した もので,治 療 は他覚所見が

正常化 してもなお2～3日 つづ けた。有効例は2日 ない

し4日 間 の治療期 間中に菌 は陰性化す るもなお尿中に膿

球を認めたが,そ の後 に治癒 を示 した もので注射中止後

は ビタ ミン剤を投与 して再経過 を追つた。

再燃 した ものはNo.14,15の2例 であるが, No. 14

表2 急性淋疾の治療成績
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例は治療中止後3日 目に早 くも再燃 してお りVSMの 効

果に疑問がおかれ る。No.15の 例 は中止 後13日 目に再

発 しているが,初 診 時に著効を示 している。 本例は再感

染の疑いがあ ると思 われ る。

淋疾 に対 するVSMの 効果 は他の抗 生剤 と同様にかな

り有効な結果を得ているが,KM,AKMに 比す るとや

や 速効性 が劣 る よ うに思わ れた。

3. 急性膀 胱炎(表 省略)

胱膀 炎(単 純)10例 を経験 した。1日19筋 注8例, 500

mgの 筋注2例 で治療期間は1日 か ら5日 の間で ほとん

ど2日 ない し4日 間 であつ た。 起 炎菌 はE. coli 8例,

球菌1,PrOteUS mirabiliSな どがおのおの1例 であつた。

急性膀胱 炎に対す る治療 効果 は化学療法 に より急速 に

治癒 をみる ことは従来 の抗 生剤 と同様 であつ た。

4. 副作用

膀胱 炎の淋菌症 例を除 き腎孟腎 炎の15例 には血液像,

肝 機能,さ らに発疹,胃 腸疾状 な どにつ いて治療前後 を

観 察 したが,全 例と くに異常 を認 めたものはなか つた。

総 括

VSMは 化学療法学 会関係 の研 究会です でに基礎的 臨

床的 に検討され,広 域 スペ ク トルを有す る抗生 剤である

こ とが認 め られているが,緑膿菌 に対 しては無効 であ り,

グラム陽性球 菌 に対 しては ブ ドー球菌を除いて弱い抗 菌

力 しか有 しない とされてい る。従来 の抗生剤KM, AKM

に匹 敵す るものであ り,KMと の間に交叉耐性がみ られ

ている。 しか しKMが 問題 に されてい る第8神 経に対

する毒性 はかな り低 い ことが証明 されてい る。腎毒性に

関 してはKMと ほ ぼ同様 な評価 がされてい るが,実 際

に臨床 にあつてはと くに腎障害 の場 に大 量に作用 させな

い限 り問題はない もの と考 えている。

臨床 効果 について も急性 の原発 性の感染症に対 しては

いつ れ も著明な効果 を挙 げてい ることは前記 のとお りで

あ る。われわれ の例は腎盂 腎炎の場 合に起 炎菌 としてEs-

cherichia coliを 証 明 したのは1例 で他の1例 はすで に

起炎菌の検出が不成 功に終 つたが,本 症が発症か ら可能

な限 り早い時期に尿検査を行なわない と起炎菌の証 明は

陰性 に終 ることは しば しば経験 してい る。従がつて起炎

菌 に対 す る効果の判定は 自験例では明言す ることが難か

しいが,女 性の尿路感染症の大半がEscherichia coliに 基ず

くものであるこ とは確 かであ り,臨 床経過単純な推移か

らみてわれ われ の挙 げた例は.Escherichia coliに よるもの

であろ うと思われ る。 これ らの8例 をみて も治癒がはつ

き りしないものは尿流障害か,副 睾丸炎 な どの障 害を伴

なつてい るようで,こ れが治癒 を遷延 させてい る。

慢性 ない し再三発熱 を繰 り返す症例群 は治癒 率は有 効

3例,無 効4例 とな り治療対象が腎石 と下垂腎 に尿流障

害,脊 披 に よ り下部尿路障害な どが基疾患 と して存在 し

てお り,起 炎菌 もProteus rettgeri, staphylococcus aureus,

Klebsiellaと種 々の菌叢 が混 ―じて くる。 この うちEscheri-

chia coliに よる ものは比 較的に効果を挙げてい るが他 の

例は従来の抗生剤 と同 じく治癒ははかばか しくない と見

な され る。

急性,慢 性の尿路感染症を通 じて,血 沈の推移を観察

していたが,VSMの 注射療 法期間が短か く,こ の間に

血 沈の変動 をみ ることは少いが,今 回の治験が注射療法

であ り,抗 生剤の注射療法が特別な場合でない限 り5日

～10日 の治療期 間でいちお うの経過をみて,後 は抗生剤

その他の経 口投 与に よつて完全治癒に導 くことが合 目的

である と考 えている。 血沈の変化は炎症推移にかな り遅

れて動 きを示すのであ るが,VSM療 法後に有効例につ

いては1週 間近 く緩和な尿路消毒剤が投与 されて きたが

退 院時には血沈値は正常化を示 していた。

淋疾性 尿道炎の化学療 法に対す る効果はペ ニシ リン登

場 以来抗生剤の治癒率は著 るし く成果をみてい るが,最

近は とき どきペ ニシ リン無効例が報告 されてい る。 自験

例中に も効果の少い もの2例,再 発 と思われ るもの1例

が挙げ られてい るが,VSMの 効果の ない例か,あ るいは

再感染に よるものか,治 療不充分 と考 えるべ きか,判 断

に苦 しむ例で ある。No.13の 例は治療期間中 の性的交

渉 もな くVSMの 量的不足に よる結果であ ろ う。No.

14は 治療中止後 に再燃 した と思われ る もので これ も量

的不足で あろ う。最初 の例 は交渉相手 よりの再感 染 と考

えたほ うが無理 がない ようである。

全症例15例 の治験をみて尿中白血球(膿)の 改 善 が

KM,AKMに 比 してやや遷延 している ようで,こ の点

従来 の抗生剤 に比 して淋菌 に対す る効果 は少 し劣 るよ う

に思われ る。

結 論

VSMの 静 注 または筋 注を腎盂 腎炎15例,急 性淋疾

性 尿道 炎15例 に実 施 した。副作 用は見るべ きものはな

かつた。

VSMは1日1gか ら2gの 注射 で,連続7日 か ら14

日間程 度の治療 が必 要であろ う。 慢性尿路感染症の治癒

率は低 いが,尿 路の場の改善が必要であ る。

淋菌 に対する効果 も優秀 な成績であ るが,KM, AKM

に比 してい くらか治癒が遷延 してい るよ うで ある。

VSMは 国産の抗生剤で もあ り,ア ミノ糖系抗生剤 と

して広 く用い られ るもので あろ う。

稿を終 るに 当 り,VSMを 提供 して くだ さつた明治製

菓株式会社に謝意を表す る。
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THE TREATMENT OF URINARY INFECTIONS WITH VISTAMYCIN 

KANICHI EMOTO, HIROSHI TOMA 

Hamanomachi Hospital, Fukuoka 

KAZUNARI NANRI 
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Forty cases of urinary infection were treated with Vistamycin (abbr. VSM), including 15 cases of 
gonorrhoea. Out of 40 urinary infections, the effectiveness was obtained in 32 patients (80.0%), 
revealing thus satisfactory results. VSM has yes relatively weaker antimicrobial activity against Gon-
ococcus. 

Side effects were rarely encountered with VSM.


